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時
　
　
　
現
代
、
初
冬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
　
府
下
郊
外
の
原
野
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
物
　
　
画
工
。
侍
女
（
烏
の
仮
装
し
た
る
）
。
貴
夫
人
。
老
紳
士
。
少
紳
士
。
小
児
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
。
　
　
別
に
、
三
羽
の
烏
（
侍
女
と
同
じ
扮
装
）
。

小
児
一
　
や
あ
、
停
車
場








の
方
の
、
遠
く
の
方
か
ら
、
あ
ん
な
も
の
が
遣

つ
て
来
た
ぜ
。

小
児
二
　
何
だ
い
〳
〵
。

小
児
三
　
あ
ゝ
、
大





な
も
の
を
背

負

つ
て
、
蹌

踉





来
る
ね
え
。

小
児
四
　
影
法
師
ま
で
、
ぶ
ら
〳
〵
し
て
居
る
よ
。

小
児
五
　
重
い
ん
だ
ら
う
か
。

小
児
一
　
何
だ
、
引
越






か
な
あ
。

小
児
二
　
構
ふ
も
ん
か
、
何
だ
つ
て
。

小
児
三
　
御
覧
よ
、
脊



よ
り
か
高
い
、
障
子
見
た
や
う
な
も
の
を
背

負

つ
て
る
か
ら
、
凧



が
歩

行

い
て
来
る
や

　
う
だ
。

小
児
四
　
糸
を
つ
け
て
揚
げ
る
真
似
エ
し
て
遣

ら
う
。

小
児
五
　
遣
れ
〳
〵
、
お
も
し
ろ
い
。
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凧
を
持
つ
た
の
は
凧
を
上
げ
、
独

楽

を
持
ち
た
る
は
独
楽
を
廻
す
。
手
に
も
の
な
き
一
人






、
一
方
に
向
ひ
、

　
　
凧
の
糸
を
手

繰

る
真
似
し
て
笑
ふ
。

画
工
　
（
枠
張






の
ま
ゝ
、
絹
地





の
画

を
、
や
け
に
紐



か
ら
げ
に
し
て
、
薄
汚






れ
た
る
背
広
の
背
に
負
ひ
、
初
冬






、

　
枯
野
の
夕
日
影
に
て
、
あ
か
〳
〵
と
且

つ
寂



し
き
顔
。
酔

へ
る
足
ど
り
に
て
登
場
）
…
…
落
第
々
々
、
大
落






　
第



。
（
ぶ
ら
つ
く
体
を
杖




に

突
掛





く
る
状



、
疲
切






つ
た
る
樵
夫





の
如
し
。
し
ば
ら
く
し
て
、
叫
ぶ
）
畜

生







、

　
状



を
見
や
が
れ
。

　
　
声
に
驚
き
、
且

つ
活

け
る
玩
具






の
、
手
許





に
近
づ
き
た
る
を
見
て
、
糸
を
手
繰
り
た
る
小
児





、
衝

と
開



い

　
　
て
素

知

ら
ぬ
顔
す
。

　
　
画
工
、
其

の
事
に
は
心
付






か
ず
、
立
停





ま
り
て
嬉

戯

す
る
小
児
等







を
※





す
。

　
よ
く
遊
ん
で
る
な
、
あ
ゝ
、
羨




し

い
。
何

う
だ
。
皆





、
面
白
い
か
。

　
　
小
児
等









、
彼
の
様
子
を
見
て
忍

笑








す
。
中
に
、
糸
を
手
繰
り
た
る
一
人






。

小
児
三
　
あ
ゝ
、
面
白
か
つ
た
の
。

画
工
　
（
管



を
ま
く
口
吻






）
何
、
面
白
か
つ
た
。
面
白
か
つ
た
は
不

可

ん
な
。
今
の
若
さ
に
。
…
…
小
児





を
つ

　
か
ま
へ
て
、
今
の
若
さ
も
変
だ
。
（
笑
ふ
）
は
ゝ
ゝ
は
、
面
白
か
つ
た
は
心
細
い
。
過
去





つ
た
事
の
や
う
で

　
情





な
い
。
面
白
い
と
云
へ
。
面
白
が
れ
、
面
白
が
れ
。
尚

ほ
其
の
上
に
面
白
く
成
れ
。
む
ゝ
、
何

う
だ
。

小
児
三
　
だ
つ
て
、
兄



さ
ん
怒



る
だ
ら
う
。

画
工
　
（
解
し
得
ず
）
俺
が
怒



る
、
何
を
…
…
何
を
俺
が
怒
る
ん
だ
。
生
命





が
け
で
、
描

い
て
文
部
省
の
展
覧
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会
で
、
平



つ
く
ば
つ
て
、
可

い
か
、
洋
服
の
膝



を
膨
ら
ま
し
て
膝

行

つ
て
な
、
い
ゝ
図
ぢ
や
な
い
ぜ
、
審
査

　
所
の
お
玄
関
で
頓
首






再
拝






と
仕




つ

た
奴
を
、
紙
鉄
砲








で
、
ポ
ン
と
撥

ね
ら
れ
て
、
ぎ
や
ふ
ん
と
ま
ゐ
つ
た
。

　
そ
れ
で
さ
へ
怒
り
得
な
い
で
、
悄
々






と
杖



に
縋



つ
て
背

負

つ
て
帰
る
男
ぢ
や
な
い
か
。
景
気
よ
く
馬
肉






で
呷



　
つ
た
酒
な
ら
、
跳
ね
も
、
い
き
り
も
し
よ
う
け
れ
ど
、
胃
の
わ
る
い
処





へ
、
げ
つ
そ
り
と
空
腹






と
来
て
、
蕎

　
麦

と
も
い
か
な
い
。
停
車
場








前
で
饂
飩





で
飲
ん
だ
、
臓
腑





が
宛
然






蚯
蚓





の
や
う
な
、
し
ツ
こ
し
の
な
い
江
戸





　
児
擬






が
、
何

う
し
て
腹
な
ん
ぞ
立
て
得

る
も
の
か
い
。
ふ
ん
、
だ
ら
し
や
な
い
。

　
　
他

の
小
児





は
き
よ
ろ
〳
〵
見
て
居
る
。

小
児
三
　
何
だ
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
ね
、
今
、
向
う
か
ら
来
る
兄
さ
ん
に
、
糸
目
を
つ
け
て
手

繰

つ
て
居
た
ん

　
だ
ぜ
。

画
工
　
何
だ
、
糸
を
着
け
て
…
…
手
繰
つ
た
か
。
い
や
、
怒
り
や
し
な
い
。
何
の
真
似
だ
い
。

小
児
一
　
兄
さ
ん
が
ね
、
然

う
や
つ
て
ね
、
ぶ
ら
〳
〵
来
た
処





が
ね
。

小
児
二
　
遠
く
か
ら
、
ま
る
で
以
て
、
凧



の
形
に
見
え
た
ん
だ
も
の
。

画
工
　
は
ゝ
あ
、
凧
か
。
（
背

負

つ
て
る
絵
を
見
る
）
む
ゝ
、
其

処

で
、
（
仕
形





し
つ
ゝ
）
と
遣

つ
て
面
白
が

　
つ
て
居
た
ん
だ
な
。
処





で
、
俺
が
恁

う
近
く
来
た
か
ら
、
怒
ら
れ
や
し
な
い
か
と
思
つ
て
、
其
の
悪
戯






を
止

　
め
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
面
白
か
つ
た
と
云
ふ
の
か
。
…
…
か
つ
た
は
寂



し
い
、
つ
ま
ら
な
い
。
壮





に
面
白
が

　
れ
、
も
つ
と
面
白
が
れ
。
さ
あ
、
糸
を
手

繰

れ
、
上
げ
ろ
、
引
張
れ
。
俺
が
、
凧
に
成
つ
て
、
上



つ
て
遣
ら

　
う
。
上
つ
て
、
高
い
空
か
ら
、
上
野
の
展
覧
会
を
見
て
遣
る
。
京
、
大
阪
を
見
よ
う
。
日
本
中









を
、
い
や
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世
界
を
見
よ
う
。
…
…
さ
あ
、
あ
の
児

来
て
煽



れ
、
そ
れ
、
お
前
は
向
う
で
上
げ
る
ん
だ
。
さ
あ
、
遣
れ
、

　
遣
れ
。
（
笑
ふ
）
は
ゝ
ゝ
、
面
白
い
。

　
　
小
児
等









し
ば
ら
く
逡

巡








す
。
画
工
の
機
嫌
よ
げ
な
る
を
見
る
よ
り
、
一
人
は
、
画
工
の
背





を
抱



い
て
、

　
　
凧
を
煽
る
真
似
す
。
一
人
は
駈
出





し
て
距
離
を
取
る
。
其
の
一
人






。

小
児
三
　
や
あ
、
大
凧






だ
い
、
一
人
ぢ
や
重
い
。

小
児
四
　
う
ん
、
手
伝
つ
て
遣
ら
。
（
と
独

楽

を
懐




に

し
て
、
立
並






ぶ
）
　
　
風
吹
け
、
や
、
吹
け
。
山
の
風

　
吹
い
て
来
い
。
　
　
（
同
音
に
囃



す
。
）

画
工
　
（
あ
ふ
り
た
る
児

の
手
を
離
る
ゝ
と
同
時
に
、
大
手





を
開



い
て
）
恁

う
成
り
や
凧
絵
だ
、
提
灯
屋








だ
。

　
そ
り
や
、
し
や
く
る
ぞ
、
水
汲

む
ぞ
、
べ
つ
か
つ
こ
だ
。

　
　
小
児
等









の
糸
を
引
い
て
駈



る
が
ま
ゝ
に
、
ふ
ら
〳
〵
と
舞
台
を
飛
廻






り
、
や
が
て
、
樹
根





に
※



と
成
り
て
、

　
　
切
な
き
呼

吸

つ
く
。

　
　
暮
色






到
る
。

小
児
三
　
凧
は
切
れ
了



つ
た
。

小
児
一
　
暗
く
成
つ
た
。
　
　
丁





ど
可

い
。

小
児
二
　
又
、
…
…
あ
の
事
を
し
よ
う
。

其
の
他
　
遣

ら
う
よ
、
遣
ら
う
よ
。
　
　
（
一
同
、
手
は
つ
な
が
ず
、
少
し
づ
ゝ
間





を
お
き
、
く
る
り
と
輪
に

　
成
り
て
唄



ふ
。
）
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青
山






、
葉
山





、
羽
黒





の
権
現






さ
ん

　
　
　
　
あ
と
さ
き
言
は
ず
に
、
中
は
く
ぼ
ん
だ
、
お
か
ま
の
神



さ
ん

　
　
唄
ひ
つ
ゝ
、
廻
り
つ
ゝ
、
繰
返
す
。

画
工
　
（
茫
然






と
し
て
黙
想
し
た
る
が
、
吐
息





し
て
立
つ
て
此



を
視



む
。
）
お
い
、
お
い
、
其



は
何
の
唄
だ
。

小
児
一
　
あ
ゝ
、
何
の
唄
だ
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
ね
、
恁

う
や
つ
て
唄
つ
て
居
る
と
、
誰
か
一
人
踊
出






す
ん
だ

　
よ
。

画
工
　
踊
る
？
　
誰
が
踊
る
。

小
児
二
　
誰
が
踊
る
つ
て
、
此

の
ね
、
環

の
中
へ
入
つ
て
踞





ん
で
る
も
の
が
踊
る
ん
だ
つ
て
。

画
工
　
誰
も
、
入
つ
て
は
居

ら
ん
ぢ
や
な
い
か
。

小
児
三
　
で
も
ね
、
気
味
が
悪
い
ん
だ
も
の
。

画
工
　
気
味
が
悪
い
と
？

小
児
四
　
あ
ゝ
、
あ
の
、
其
が
ね
、
踊
ら
う
と
思
つ
て
踊
る
ん
ぢ
や
な
い
ん
だ
よ
。
ひ
と
り
で
に
ね
、
踊
る
の
。

　
踊
る
ま
い
と
思
つ
て
も
。
だ
も
の
、
気
味
が
悪
い
ん
だ
。

画
工
　
遣

つ
て
見
よ
う
、
俺
を
入
れ
ろ
。

一
同
　
や
あ
、
兄
さ
ん
、
入
る
か
い
。

画
工
　
俺
が
入
る
、
待
て
、
（
画

を
取
つ
て
大
樹






の
幹
に
よ
せ
か
く
）
さ
あ
、
可

い
か
。

小
児
三
　
目
を
塞



い
で
居
る
ん
だ
ぜ
。
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画
工
　
可



、
此
の
世
間






を
、
酔

つ
て
踊
り
や
本
望






だ
。

　
　
　
　
青
山
、
葉
山
、
羽
黒
の
権
現
さ
ん

　
　
小
児
等









唄
ひ
な
が
ら
画
工
の
身
の
周
囲





を
廻



る
。
環

の
脈
を
打
つ
て
伸
び
且

つ
縮
む
に
連
れ
て
、
画
工
、

　
　
殆



ん
ど
、
無
意
識
な
る
が
如
く
、
片
手
又
片
足
を
異
様
に
動
か
す
。
唄
ふ
声
、
愈
々






冴

え
て
、
次
第
に
暗

　
　
く
成
る
。

　
　
時
に
、
樹

の
蔭
よ
り
、
顔
黒
く
、
嘴




黒

く
、
烏





の
頭





し
て
真
黒
な
る
マ
ン
ト
様



の
衣



を
裾



ま
で
被



り
た
る

　
　
異
体
の
も
の
一
個
顕





れ
出

で
、
小
児





と
小
児





の
間





に
交



り
て
斉



し
く
廻



る
。

　
　
地
に
踞




り

た
る
画
工
、
此
の
時
、
中
腰
に
身
を
起
し
て
、
半
身
を
左
右
に
振
つ
て
踊
る
真
似
す
。

　
　
続
い
て
、
初





の
黒
き
も
の
と
同
じ
姿
し
た
る
三
個
、
人
の
形
の
烏





。
樹
蔭





よ
り
顕





れ
、
同
じ
く
小
児
等









の

　
　
間





に
交



つ
て
、
画
工
の
周
囲
を
繞



る
。

　
　
小
児
等









は
絶
え
ず
唄
ふ
。
い
づ
れ
も
其
の
怪





き
物
の
姿
を
見
ざ
る
趣




な

り
。
あ
と
の
三
羽

の
烏
出

で
て
輪

　
　
に
加
は
る
頃
よ
り
、
画
工
全
く
立
上






り
、
我
を
忘
れ
た
る
状



し
て
踊
り
出



す
。
初
手





の
烏
も
と
も
に
、
就



　
　

中




、
後



な
る
三
羽
の
烏
は
、
足
も
地
に
着
か
ざ
る
ま
で
跳

梁








す
。

　
　
彼
等
の
踊

狂







ふ
時
、
小
児
等









は
唄
を
留



む
。

一
同
　
（
手
に
手
に
石
を
二



ツ
取
り
、
カ
チ
〳
〵
と
打
鳴





ら
し
て
）
魔
が
来
た
、
で
ん
〳
〵
。
影
が
さ
い
た
、

　
も
ん
も
ん
。
（
四
五
度



口
々
に
寂



し
く
囃



す
）
真
個





に
来
た
。
そ
り
や
来
た
。

　
　
小
児





の
う
ち
に
一
人






、
誰



と
も
知
ら
ず
恁

く
叫
ぶ
と
と
も
に
、
ば
ら
〳
〵
と
、
左
右
に
分
れ
て
逃
げ
入
る
。
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木

の
葉

落
つ
。

　
　
木
の
葉
落
つ
る
中
に
、
一
人






の
画
工
と
四
個
の
黒
き
姿
と
頻





に
踊
る
。
画
工
は
靴
を
穿

い
た
り
。
後



の
三

　
　
羽
の
烏
皆
爪
尖






ま
で
黒
し
。
初





の
烏
ひ
と
り
、
裾



を
こ
ぼ
る
ゝ
褄



紅



に

、
足
白
し
。

画
工
　
（
疲
果






て
た
る
状



、
※



と
仰
様






に
倒
る
）
水
だ
、
水
を
く
れ
い
。

　
　
い
づ
れ
も
踊
り
留

む
。
後
の
烏
三
羽
、
身
を
開



い
て
一
方
に
翼
を
交

は
し
た
る
如
く
、
腕
を
組
合






せ
つ
ゝ

　
　
立
ち
て
視



む
。

初
の
烏
　
（
う
ら
若
き
女
の
声
に
て
）
寝
た
よ
。
ま
あ
…
…
だ
ら
し
の
な
い
事
。
人
間
、
恁

う
は
成
り
た
く
な

　
い
も
の
だ
わ
ね
。
　
　
其
の
う
ち
に
目
が
覚
め
た
ら
行

く
だ
ら
う
　
　
別
に
お
座
敷
の
邪
魔





に
も
成
る
ま
い

　
か
ら
。
…
…
ど
れ
、
（
樹
の
蔭
に
一



む
ら
生
茂






り
た
る
薄





の
中
よ
り
、
組
立





て
に
交
叉





し
た
る
三
脚
の
竹
を

　
取
出






し
て
据

ゑ
、
次
に
、
其
上






に
円



き
板
を
置
き
、
卓
子






の
如
く
す
。
）

　
　
後
の
烏
、
此
の
時
、
三
羽





と
も
無
言
に
て
近
づ
き
、
手
伝
ふ
状



に
て
、
二
脚
の
ズ
ツ
ク
製
、
お
な
じ
組
立

　
　
て
の
床
几






を
卓
子






の
差
向






ひ
に
置
く
。

　
　
初





の
烏
、
又
、
旅
行
用
手
提
げ
の
中
よ
り
、
葡
萄
酒







の
瓶



を
取
出





だ
し
卓
子






の
上
に
置
く
。
後
の
烏
等

、

　
　
青
き
酒
、
赤
き
酒
の
瓶
、
続
い
て
コ
ツ
プ
を
取
出





だ
し
て
並
べ
揃



ふ
。

　
　
や
が
て
、
初
の
烏
、
一
挺





の
蝋
燭






を
取
つ
て
、
此
に
火
を
点
ず
。

　
　
舞
台
明





く
な
る
。

初
の
烏
　
（
思
ひ
着
き
た
る
体



に
て
、
一



ツ
の
瓶
の
酒
を
玉

盞







に
酌

ぎ
、
燭





に
翳



す
。
）
お
ゝ
、
綺
麗





だ
。
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燭





が
映
つ
て
、
透
徹






つ
て
、
い
つ
か
の
、
あ
の
時
、
夕
日
の
色
に
輝
い
て
、
丁





ど
東
の
空
に
立
つ
た
虹



の
、

　
其
の
虹
の
目
の
や
う
だ
と
云
つ
て
、
薄
雲






に
翳



し
て
御
覧
な
す
つ
た
、
奥
様
の
白
い
手
の
細
い
指
に
は
重
さ

　
う
な
、
指
環
の
球



に
似
て
る
こ
と
。

　
　
三
羽

の
烏
、
打

傾







い
て
聞
き
つ
ゝ
あ
り
。

　
あ
ゝ
、
玉



が
溶
け
た
と
思
ふ
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
ど
ん
な
味
が
す
る
だ
ら
う
ね
え
。
（
烏
の
頭





を
頂
き
た
る
、

　
咽

喉

の
黒
き
布



を
あ
け
て
、
少



き
女
の
面





を
顕





し
、
酒
を
飲
ま
ん
と
し
て
猶
予





ふ
）
あ
れ
、
こ
ゝ
は
私
に
は

　
口
だ
け
れ
ど
、
烏
に
す
る
と
丁





ど
咽
喉
だ
。
可

厭

だ
よ
。
咽
喉
だ
と
血
が
流
れ
る
や
う
で
ね
え
。
こ
ん
な
事

　
を
し
て
居
る
ん
だ
か
ら
、
気
に
成
る
。
よ
さ
う
。
ま
あ
、
独

言







を
云
つ
て
、
誰
か
と
話
を
し
て
居
る
や
う

　
だ
よ
…
…

　
（
四
辺





を
※





す
）
然

う
〳
〵
、
思
つ
た
同
士
、
人
前
で
内

証







で
心
を
通



は
す
時
は
、
一



ツ
に
向
つ
た
卓
子






　
が
、
人
知
れ
ず
、
脚



を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
、
幽





な
、
し
か
し
脈
を
打
つ
て
、
血
の
通
ふ
、
其
の
符
牒






　
で
、
黙
つ
て
居
て
、
暗
号





が
出
来
る
と
、
何

時

も
奥
様
が
お
つ
し
や
る
も
ん
だ
か
ら
。
　
　
卓
子






さ
ん
（
卓

　
を
た
ゝ
く
）
殊



に
お
前
さ
ん
は
三

ツ
脚



で
、
狐
狗
狸









さ
ん
、
其
の
ま
ゝ
だ
も
の
。
活

き
て
る
も
同
じ
だ
と
思

　
ふ
か
ら
、
つ
い
、
お
話
を
し
た
ん
だ
わ
。
し
か
し
、
う
つ
か
り
し
て
、
少
々
大
事
な
こ
と
を
饒
舌





つ
た
ん
だ

　
か
ら
、
お
前
さ
ん
聞
い
た
ば
か
り
に
し
て
置
い
て
お
く
れ
。
誰
に
も
言
つ
て
は
不
可





い
よ
。
一
寸






、
注

い
だ

　
酒
を
何

う
し
よ
う
。
あ
あ
、
い
ゝ
事
が
あ
る
。
（
酔
倒






れ
た
る
画
工
に
近
づ
く
。
後
の
烏
一
ツ
、
同
じ
く
近

　
寄
り
て
、
画
工
の
項





を
抱



い
て
仰
向





け
に
す
。
）
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酔



ぱ
ら
ひ
さ
ん
、
さ
あ
、
冷
水





。

画
工
　
（
飲
み
な
が
ら
、
現





に
て
）
あ
ゝ
、
日
が
出
た
、
が
、
俺
は
暗

夜

だ
。
（
其
ま
ゝ
寝
返
る
。
）

初
の
烏
　
日
が
出
た
つ
て
　
　
赤
い
酒
か
ら
、
私
の
此
の
烏
を
透
か
し
て
、
ま
あ
。
　
　
画

に
描

い
た
太
陽






の

　
夢
を
見
た
ん
だ
ら
う
。
何
だ
か
謎



の
や
う
な
事
を
言
つ
て
る
わ
ね
。
　
　
さ
あ
〳
〵
、
お
寝

室

こ
し
ら
へ
を

　
し
て
置
き
ま
せ
う
。
（
も
と
に
立
戻






り
て
、
又
薄





の
中
よ
り
、
此
の
た
び
は
一
領
の
天
幕





を
引
出
し
、
卓
子






　
を
蔽



う
て
建
廻





は
す
。
三
羽
の
烏
、
左
右
よ
り
此
を
手
伝
ふ
。
天
幕





の
裡



は
、
見



ぶ
つ
席
よ
り
見
え
ざ
る
あ

　
つ
ら
へ
。
）
お
楽





み
だ
わ
ね
。
（
天
幕





を
背
後





に
し
て
正
面
に
立
つ
。
三
羽
の
烏
、
其
の
両
方
に
彳





む
。
）

　
も
う
、
す
つ
か
り
日
が
暮
れ
た
。
（
時
に
、
は
じ
め
て
フ
ト
自
分
の
他



に
、
烏
の
姿
あ
り
て
立
て
る
に
心
付






　
く
。
さ
れ
ど
お
の
が
目
を
怪





む
風
情





。
少
し
づ
ゝ
、
あ
ち
こ
ち
歩

行

く
。
歩

行

く
に
連
れ
て
、
烏
の
形
動
き

　
絡



ふ
を
見
て
、
次
第
に
疑
惑






を
増
し
、
手
を
挙
ぐ
れ
ば
、
烏
等

も
同
じ
く
挙
げ
、
袖



を
振
動






か
せ
ば
、
斉



し

　
く
振
動
か
し
、
足
を
爪
立





つ
れ
ば
爪
立
ち
、
踞





め
ば
踞
む
を
透



し
視



め
て
、
今
は
し
も
激
し
く
恐
怖
し
、
慌






　
し
く
駈
出






す
。
）

　
　
帽
子
を
目
深





に
、
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
の
鼠

色







な
る
を
被

、
太
き
洋
杖






を
持
て
る
老
紳
士
、
憂
鬱






な
る
重

　
　
き
態
度
に
て
登
場
。

　
　
初





の
烏
ハ
タ
と
行
当






る
。
驚
い
て
身
を
開



く
。
紳
士
其

の
袖
を
捉



ふ
。
初
の
烏
、
遁



れ
ん
と
し
て
威



す
真

　
　
似
し
て
、
か
あ
〳
〵
、
と
烏
の
声
を
な
す
。
泣
く
が
如
き
女
の
声
な
り
。

紳
士
　
こ
り
や
、
地
獄
の
門
を
背

負

つ
て
、
空
を
飛
ぶ
真
似
を
す
る
か
。
（
掴





ひ
し
ぐ
が
如
く
に
し
て
突
離






す
。
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初
の
烏
、
※



と
地
に
坐
す
。
三
羽
の
烏
は
故



と
ら
し
く
吃

驚







の
身
振





を
な
す
。
）
地
を
這

ふ
烏
は
、
鳴
く

　
声
が
違
ふ
ぢ
や
ら
う
。
う
む
、
何

う
ぢ
や
。
地
を
這
ふ
烏
は
何
と
鳴
く
か
。

初
の
烏
　
御
免
な
さ
い
ま
し
、
何

う
ぞ
、
御
免
な
さ
い
ま
し
。

紳
士
　
は
ゝ
あ
、
御
免
な
さ
い
ま
し
と
鳴
く
か
。
（
繰
返
し
て
）
御
免
な
さ
い
ま
し
と
鳴
く
ぢ
や
な
。

初
の
烏
　
は
い
。

紳
士
　
う
む
、
（
重
く
頷





く
）
聞
え
た
。
と
に
角



、
汝





の
声
は
聞
え
た
。
　
　
こ
り
や
、
俺
の
声
が
分
る
か
。

初
の
烏
　
え
ゝ
。

紳
士
　
俺
の
声
が
分
る
か
と
云
ふ
ん
ぢ
や
。
こ
り
や
、
面



を
上
げ
ろ
。
　
　
何

う
だ
。

初
の
烏
　
御
前
様







、
あ
れ
…
…

紳
士
　
（
杖




を

以
つ
て
、
其
の
裾



を
圧



ふ
）
ば
さ
〳
〵
騒
ぐ
な
。
槍



で
脇
腹
を
突

か
れ
る
外



に
、
樹
の
上
へ
得

　
上



る
身
体





で
も
な
い
に
、
羽
ば
た
き
を
す
る
な
、
女
郎





、
手
を
支

い
て
、
静



と
し
て
口
を
き
け
。

初
の
烏
　
真





に
申

訳







の
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
飛
ん
だ
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。
…
…
先
達





つ
て
、
奥
様
が
お
好

　
み
の
お
催
し
で
、
お
邸





に
園
遊
会
の
仮
装
が
ご
ざ
い
ま
し
た
時
、
私




が

い
た
し
ま
し
た
、
あ
の
、
此
の
こ
し

　
ら
へ
が
、
余
り
よ
く
似
合
つ
た
と
、
皆
様
が
然

う
お
つ
し
や
い
ま
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
つ
い
、

　
心
得
違








ひ
な
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
の
　
　
後



で
、
御
前
様
が
御
旅
行
を
遊
ば
し
ま
し
た
お
留
守
中
は
、

　
お
邸
に
も
御
用
が
少





う
ご
ざ
い
ま
す
も
の
で
す
か
ら
、
自
分
の
買



も
の
、
用
達
し
だ
の
、
何
の
と
申
し
て
、

　
奥
様
に
お
暇



を
頂
い
て
は
、
こ
ん
な
処





へ
出
て
参
り
ま
し
て
、
偶



に
通
り
ま
す
も
の
を
驚



か
し
ま
す
の
が
面
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白
く
て
成
り
ま
せ
ん
の
で
、
つ
い
、
あ
の
、
癖
に
な
り
ま
し
て
、
今
晩
も
…
…
旦
那
様







に
申
訳
の
ご
ざ
い
ま

　
せ
ん
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。
何

う
ぞ
、
御
免
遊
ば
し
て
下
さ
い
ま
し
。

紳
士
　
言
ふ
事
は
其
だ
け
か
。

初
の
烏
　
は
い
？
（
聞
返






す
。
）

紳
士
　
俺
に
云
ふ
事
は
、
そ
れ
だ
け
か
、
女
郎





。

初
の
烏
　
あ
の
、
（
口
籠






る
）
今
夜
は
何

う
い
た
し
ま
し
た
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
私




の

形


…
…
あ
の
、
影
法

　
師
が
、
此
の
、
野
中





の
宵
闇






に
判
然






と
見
え
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
さ
へ
気
味
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
す
の

　
に
、
気
を
つ
け
て
見
ま
す
と
、
二
つ
も
三
つ
も
、
私




と

一
所






に
動
き
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
。

　
　
三
方
に
分
れ
て
彳





む
、
三
羽
の
烏
、
ま
た
打

頷







く
。

　
も
う
可
恐






く
成
り
ま
し
て
、
夢
中
で
駈
出





し
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
御
前
様







に
、
つ
い
　
　
あ
の
、
そ
し

　
て
…
…
御
前
様
は
、
何

時

御
旅
行
さ
き
か
ら
。

紳
士
　
俺
の
旅
行
か
。
ふ
ゝ
ん
。
（
自





ら
嘲



け
る
口
吻






）
汝





た
ち
は
、
俺
が
旅
行
を
し
た
と
思
ふ
か
。

初
の
烏
　
は
い
、
一
昨
日








か
ら
、
北
海
道
の
方
へ
。

紳
士
　
俺
の
北
海
道
は
、
す
ぐ
に
俺
の
邸





の
周
囲
ぢ
や
。

初
の
烏
　
は
あ
、
（
驚
く
。
）

紳
士
　
俺
の
旅
行
は
、
冥
土





の
旅
の
如
き
も
の
ぢ
や
。
昔
か
ら
、
事
が
、
恁

う
云
ふ
事
が
起
つ
て
、
其
が
破
滅

　
に
近
づ
く
時
は
、
誰
も
す
る
わ
。
平
凡
な
手
段
ぢ
や
。
通
例
過
ぎ
る
遣
方






ぢ
や
が
、
為

ん
と
云
ふ
事
に
は
行

13



　
か
な
か
つ
た
。
今
云
う
た
冥
土
の
旅
を
、
可

厭

ぢ
や
と
思
う
て
も
、
誰
も
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
ぬ
や
う
な

　
も
の
ぢ
や
。
又
、
汝
等






と
て
も
、
恁

う
云
ふ
事
件
の
最
後
の
際
に
は
、
其
の
家
の
主
人
か
、
良
人





か
、
可

え

　
か
、
俺
が
ぢ
や
、
或



手
段
と
し
て
旅
行
す
る
に
極



つ
と
る
事
を
知
つ
て
居

る
。
汝





は
知
ら
い
で
も
、
怜
悧





な

　
彼



は
知
つ
て
居

る
。
汝





と
て
も
、
少
し
は
分
つ
て
居

ら
う
。
分
つ
て
居
て
、
其
の
主
人
が
旅
行
と
云
ふ
隙
間





　
を
狙



ふ
。
故



と
安
心
し
て
大
胆
な
不
埒





を
働
く
。
う
む
、
耳
を
蔽



う
て
鐸



を
盗
む
と
云
ふ
の
ぢ
や
。
い
づ
れ

　
音
の
立
ち
、
声
の
響
く
の
は
覚
悟
ぢ
や
ら
う
。
何
も
彼

も
隠
さ
ず
に
言
つ
て
了



へ
。
何

時

の
事
か
。
一
体
、

　
何
時
頃









の
事
か
。
こ
れ
。

侍
女
　
何
時
頃









と
お
つ
し
や
つ
て
、
あ
の
、
影
法
師
の
事
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。
其
は
唯
今






…
…

紳
士
　
黙
れ
。
影
法
師
か
何



か
知
ら
ん
が
、
汝
等






三
人
の
黒
い
心
が
、
形
に
あ
ら
は
れ
て
、
俺
の
邸





の
内
外
を

　
横
行
し
は
じ
め
た
時
だ
。

侍
女
　
御
免
遊
ば
し
て
、
御
前
様







、
私




は

何
に
も
存
じ
ま
せ
ん
。

紳
士
　
用
意
は
出
来
と
る
。
女
郎





、
俺
の
衣
兜





に
は
短
銃






が
あ
る
ぞ
。

侍
女
　
え
ゝ
。

紳
士
　
さ
あ
、
言
へ
。

侍
女
　
御
前
様
、
お
許
し
下
さ
い
ま
し
。
春
の
、
暮
方






の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
美
し
い
虹



が
立
ち
ま
し
て
、
盛

　
り
の
藤



の
花
と
、
つ
ゝ
じ
と
一
所






に
、
お
庭
の
池
に
影
の
映
り
ま
し
た
の
が
、
薄

紫








の
頭





で
、
胸
に
炎
の

　
搦



み
ま
し
た
、
真
紅





な
つ
ゝ
じ
の
羽



の
交



つ
た
、
其
の
虹
の
尾
を
曳

き
ま
し
た
大
き
な
鳥
が
、
お
二
階
を
覗
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い
て
居

り
ま
す
や
う
に
見
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
の
日
は
、
御
前
様
の
お
留
守
、
奥
様
が
欄
干
越








に
、

　
其
の
景
色
を
お
視



め
な
さ
い
ま
し
て
、
　
　
あ
ゝ
、
綺
麗





な
、
此
の
白
い
雲
と
、
蒼
空






の
中
に
漲





つ
た
大
鳥






　
を
御
覧
　
　
お
傍
に
居

り
ま
し
た
私




に

然

う
お
つ
し
や
い
ま
し
て
　
　
此
の
鳥
は
、
頭





は
私





の
簪




に

、
尾
を

　
私





の
帯
に
成
る
た
め
に
来
た
ん
だ
よ
。
角



の
九





つ
あ
る
、
竜
が
、
頭





を
兜





に
、
尾
を
草
摺






に
敷
い
て
、
敵
に

　
向
ふ
大
将
軍
を
飾
つ
た
や
う
に
。
…
…
け
れ
ど
も
、
虹
に
は
目
が
な
い
か
ら
、
私





の
姿
が
見
つ
か
ら
な
い
の

　
で
、
頭





を
水
に
浸
し
て
、
う
な
だ
れ
悄



れ
て
居
る
。
ど
れ
、
目
を
遣

ら
う
　
　
と
仰
有






い
ま
す
と
、
右
の
中

　
指
に
嵌

め
て
お
い
で
遊
ば
し
た
、
指
環
の
紅



い
玉



で
ご
ざ
い
ま
す
。
開



い
て
は
虹
に
見
え
ぬ
し
、
伏
せ
て
は

　
奥
様
の
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
其
の
指
環
を
お
抜
き
な
さ
い
ま
し
て
。

紳
士
　
う
む
、
指
環
を
抜
い
て
だ
な
。
う
む
、
指
環
を
抜
い
て
。

侍
女
　
そ
し
て
、
雪
の
や
う
な
お
手
の
指
を
環

に
遊
ば
し
て
、
高
い
処





で
、
青
葉
の
上
で
、
虹
の
膚



へ
嵌
め
る

　
や
う
に
な
さ
い
ま
す
と
、
其
の
指
に
空
の
色
が
透
通






り
ま
し
て
、
紅
い
玉
は
、
颯



と
夕
日
に
映
つ
て
、
ま
つ

　
た
く
虹
の
瞳





に
成
つ
て
、
そ
し
て
晃
々






と
輝
き
ま
し
た
。
其
の
時
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
庭
も
池
も
、
真
暗






に

　
成
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
虹
も
消
え
ま
し
た
。
黒
い
も
の
が
、
ば
つ
と
来
て
、
目
潰





し
を
打
ち
ま
す
や
う
に
、

　
翼
を
拡
げ
た
と
思
ひ
ま
す
と
、
其
の
指
環
を
、
奥
様
の
手
か
ら
攫



ひ
ま
し
て
、
烏
が
飛
び
ま
し
た
の
で
ご
ざ

　
い
ま
す
。
露



に
光
る
木

の
実

だ
、
と
紅



い
玉
を
、
間
違
へ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
築
山






の
松
の
梢





を
飛
び

　
ま
し
て
、
遠
く
も
参
り
ま
せ
ん
で
、
塀
の
上
に
、
此
の
、
野
の
末



の
処





へ
入
り
ま
す
、
真
赤
な
、
ま
ん
円



な
、

　
大
き
な
太
陽
様









の
前
に
黒
く
留

ま
つ
た
の
が
見
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私





は
跣
足





で
庭
へ
駈
下





り
ま
し
た
。
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駈

け
つ
け
て
声
を
出
し
ま
す
と
、
烏
は
其
の
ま
ゝ
塀
の
外
へ
又
飛
び
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
丁





ど
其

処

　
が
、
裏
木
戸









の
処





で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
の
木
戸
は
、
私





が
御
奉
公
申
し
ま
し
て
か
ら
、
五
年
と
申
し
ま
す
も

　
の
、
お
開

け
遊
ば
し
た
事
と
云
つ
て
は
一
度
も
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

紳
士
　
う
む
、
あ
れ
は
開

け
る
べ
き
木
戸
で
は
な
い
の
ぢ
や
。
俺
が
覚
え
て
か
ら
も
、
止

む
を
得
ん
凶
事
で
二

　
度
だ
け
は
開

け
ん
け
れ
ば
成
ら
ん
ぢ
や
つ
た
。
が
、
其
と
て
も
凶
事
を
追
出





い
た
ば
か
り
ぢ
や
。
外
か
ら
入

　
つ
て
来
た
不
祥






は
な
か
つ
た
。
　
　
其
が
其
の
時
、
汝





の
手
で
開

い
た
の
か
。

侍
女
　
え
ゝ
、
錠
の
鍵
は
、
が
つ
ち
り
さ
ゝ
つ
て
居

り
ま
し
た
け
れ
ど
、
赤
錆






に
錆
切





り
ま
し
て
、
圧

し
ま
す

　
と
開

き
ま
し
た
。
く
さ
れ
て
落
ち
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
塀
の
外
に
、
散
歩
ら
し
い
の
が
一
人
立
つ
て
居
た

　
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
の
男
が
、
烏
の
嘴




か

ら
落
し
ま
し
た
奥
様
の
其
の
指
環
を
、
掌




に

載
せ
ま
し
て
、
凝



　
と
見
て
居
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

紳
士
　
餓
鬼





め
、
其
奴





か
。

侍
女
　
え
ゝ
。

紳
士
　
相
手





は
其
奴





ぢ
や
な
。

侍
女
　
あ
の
、
私




が

わ
け
を
言
つ
て
、
其
の
指
環
を
返
し
ま
す
や
う
に
申
し
ま
す
と
、
串

戯







ら
し
く
、
否



、

　
此
は
、
人
間
の
手
を
放
れ
た
も
の
、
烏
の
嘴




か

ら
受
取
つ
た
の
だ
か
ら
返
さ
れ
な
い
。
尤





も
、
烏
に
な
ら
ば
、

　
何
時






な
り
と
も
返
し
て
上
げ
よ
う
　
　
と
然

う
申
し
て
笑
ふ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
何

う
し
て
も

　
返
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
　
　
確





に
預





る
、
決
し
て
迂
散





な
も
の
で
な
い
　
　
と
云
つ
て
、
丁





と
、
衣
兜





か
ら
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名
刺
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
奥
様
は
、
面
白
い
ね
　
　
と
お
つ
し
や
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
を
極

め
ま

　
し
て
、
同
じ
暮
方






の
頃
、
其
の
男
を
木
戸
の
外
ま
で
呼
び
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
の
間





に
、
此
の
、

　
あ
の
、
烏
の
装

束







を
お
誂





へ
遊
ば
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私




が

そ
れ
を
着
て
出
ま
し
て
、
指
環
を
受
取
り
ま

　
す
つ
も
り
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
な
ぶ
つ
て
遣

ら
う
、
と
お
つ
し
や
つ
て
、
奥
様
が
御
自
分
に
烏
の
装

　
束
を
お
め
し
遊
ば
し
て
、
塀
の
外
へ
　
　
で
も
、
ひ
よ
つ
と
、
野
原
に
遊
ん
で
居
る
小
児





な
ど
が
怪
し
い
姿

　
を
見
て
、
騒
い
で
悪
い
と
云
ふ
お
心
付






き
か
ら
、
四
阿






へ
お
呼
び
入
れ
に
成
り
ま
し
た
。

紳
士
　
奴
は
、
あ
の
木
戸
か
ら
入
つ
た
な
。
あ
の
、
木
戸
か
ら
。

侍
女
　
男
が
吃
驚






す
る
の
を
御
覧
、
と
私




に

お
囁





き
な
さ
い
ま
し
た
。
奥
様
が
、
烏
は
脚



で
は
受
取
ら
な
い
、

　
と
お
つ
し
や
つ
て
、
男
が
掌




に

の
せ
ま
し
た
指
環
を
、
此

処

を
お
開



き
な
さ
い
ま
し
て
、
（
咽

喉

の
あ
く
処





　
を
示
す
）
口
で
お
く
は
へ
遊
ば
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

紳
士
　
口
で
な
、
最

う
其
の
時
か
ら
。
毒
蛇






め
。
上
頤






下
頤






へ
拳





を
引
掛





け
、
透
通






る
歯
と
紅



さ
い
た
唇
を
、

　
め
り
め
り
と
引
裂





く
、
売
婦





。
（
足
を
挙
げ
て
、
枯
草






を
踏
蹂






る
。
）

画
工
　
う
ゝ
む
、
（
二
声






ば
か
り
、
夢
に
魘



さ
れ
た
る
も
の
の
如
し
。
）

紳
士
　
（
は
じ
め
て
心
付






く
）
女
郎





、
此
方





へ
来
い
。
（
杖




を

以
て
一
方
を
指





す
。
）

侍
女
　
（
震
へ
な
が
ら
）
は
い
。

紳
士
　
頭





を
着
け
ろ
、
被



れ
。
俺
の
前
を
烏
の
や
う
に
躍



つ
て
行
け
、
　
　
飛
べ
。
邸





を
横
行
す
る
黒
い
も
の

　
の
形



を
確



と
見
覚
え
て
置
か
ね
ば
な
ら
ん
。
躍
れ
。
衣
兜





に
は
短
銃






が
あ
る
ぞ
。
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侍
女
、
烏
の
如
く
其
の
黒
き
袖



を
動
か
す
。
を
の
ゝ
き
震
ふ
と
同
じ
状



な
り
。
紳
士
、
あ
と
に
続
い
て
入

　
　
る
。

三
羽
の
烏
　
（
声
を
揃



へ
て
叫
ぶ
）
お
い
ら
の
せ
ゐ
ぢ
や
な
い
ぞ
。

一
の
烏
　
（
笑
ふ
）
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
、
其

処

で
何
と
言
は
う
。

二
の
烏
　
せ
う
事



は
あ
る
ま
い
。
矢
張





り
、
あ
と
は
、
烏
の
所

為

だ
と
言
は
ね
ば
成
る
ま
い
。

三
の
烏
　
す
る
と
、
人
間
の
し
た
事
を
、
俺
た
ち
が
引
被






る
の
だ
な
。

二
の
烏
　
か
ぶ
ら
う
と
も
、
背

負

は
う
と
も
。
か
ぶ
つ
た
処





で
、
背

負

つ
た
処





で
、
人
間
の
し
た
事
は
、
人
間

　
同
士
が
勝
手
に
夥
間





う
ち
で
帳
面
づ
ら
を
合
せ
て
行
く
、
勘
定
の
遣

り
取
り
す
る
。
俺
た
ち
が
構
ふ
事
は
少

　
し
も
な
い
。

三
の
烏
　
成
程






な
、
罪
も
報





も
人
間
同
士
が
背

負

ひ
つ
こ
、
被



り
つ
こ
を
す
る
わ
け
だ
。
一
体
、
此
の
た
び
の

　
事
の
発
源





は
、
其

処

な
、
お
一



ど
の
が
悪
戯






か
ら
は
じ
ま
つ
た
次
第
だ
が
、
さ
て
、
恁

う
な
れ
ば
高
い
処





で

　
見
物
で
事
が
済
む
。
嘴




を

引
傾






げ
て
、
こ
と
ん
〳
〵
と
案
じ
て
見
れ
ば
、
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
、
余
り
性



の
善

　
い
夥
間





で
な
い
な
。

一
の
烏
　
い
や
、
悪
い
事
は
少
し
も
な
い
。
人
間
か
ら
言
は
せ
れ
ば
、
善

い
と
も
悪
い
と
も
言
は
う
が
ま
ゝ
だ
。

　
俺
は
唯



屋

の
棟



で
、
例
の
夕
飯






を
稼



い
で
居
た
の
だ
。
処





で
艶
麗






な
、
奥
方
と
か
、
そ
れ
、
人
間
界
で
言
ふ

　
も
の
が
、
虹



の
目
だ
、
虹
の
目
だ
、
と
云
ふ
も
の
を
（
嘴




を

指

す
）
此
の
黒
い
、
鼻
の
先
へ
ひ
け
ら
か
し
た
。

　
此
の
節
、
肉
ど
こ
ろ
か
、
血
ど
こ
ろ
か
、
贅
沢






な
目
玉





な
ど
は
つ
ひ
に
賞

翫







し
た
験





が
な
い
。
鳳
凰






の
髄



、
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麒
麟





の
腮



さ
へ
、
世
に
も
稀



な
珍
味
と
聞
く
。
虹
の
目
玉
だ
、
や
あ
、
八
千
年
生
延





び
ろ
、
と
逆
落






し
の
廂





　
は
づ
れ
、
鵯

越








を
遣

つ
た
が
よ
、
生
命





が
け
の
仕
事
と
思
へ
。
鳶



な
ら
油
揚






も
攫



は
う
が
、
人
間
の
手
に

　
持
つ
た
ま
ゝ
を
引
手
繰









る
段
は
、
お
互
に
得

手

で
な
い
。
首
尾
よ
く
、
か
ち
り
と
銜



へ
て
な
、
ス
ポ
ン
と
中

　
庭
を
抜
け
た
は
可

か
つ
た
が
、
虹
の
目
玉
と
云
ふ
件





の
代



も
の
は
何

う
だ
、
歯
も
立
た
ぬ
。
や
、
堅
い
の
候






　
の
。
先
祖
以
来
、
田
螺





を
突



つ
く
に
錬



へ
た
口
も
、
さ
て
、
が
つ
く
り
と
参
つ
た
わ
。
お
庇



で
舌



の
根
が
弛



　
ん
だ
。
癪





だ
が
よ
、
振
放






し
て
素
飛





ば
い
た
ま
で
の
事
だ
。
な
、
其
が
源



で
、
人
間
が
何
を
せ
う
と
、
彼

を

　
せ
う
と
、
薩
張






俺
が
知
つ
た
事
で
は
あ
る
ま
い
。

二
の
烏
　
道
理
か
な
、
説
法






か
な
。
お
釈
迦
様







よ
り
間
違
ひ
の
な
い
事
を
云
ふ
わ
。
い
や
、
又
お
一



ど
の
の
指

　
環
を
銜



へ
た
の
が
悪
け
れ
ば
、
晴
上






つ
た
雨
も
悪
し
、
ほ
か
〳
〵
と
し
た
陽
気
も
悪
し
、
虹



も
悪
い
、
と
云

　
は
ね
ば
成
ら
ぬ
。
雨
や
陽
気
が
よ
く
な
い
か
ら
と
て
、
何

う
す
る
も
の
だ
。
得

て
の
、
空
に
美
し
い
虹
の
立

　
つ
時
は
、
地
に
も
綺
麗





な
花
が
咲
く
よ
。
芍

薬







か
、
牡
丹





か
、
菊
か
、
猿



が
折
つ
て
蓑



に
さ
す
、
お
花
畑

　
の
そ
れ
で
な
し
不
思
議
な
花
よ
。
名
も
知
れ
ぬ
花
よ
。
雑



と
虹
の
や
う
な
花
よ
。
人
間
の
家

の
中



に
、
然

う

　
し
た
花
の
咲
く
の
は
壁
に
う
ど
ん
げ
の
開



く
と
お
な
じ
だ
。
俺
た
ち
が
見
れ
ば
、
薄
暗
い
人
間
界
に
、
眩





い

　
虹
の
や
う
な
、
其
の
花
の
パ
ツ
と
咲
い
た
処





は
鮮
麗






だ
。
な
、
家
を
忘
れ
、
身
を
忘
れ
、
生
命





を
忘
れ
て
咲

　
く
怪
し
い
花
ほ
ど
、
美
し
い
眺
望





は
な
い
。
分
け
て
今
度
の
花
は
、
お
一



ど
の
が
蒔

い
た
紅



い
玉
か
ら
咲
い

　
た
も
の
、
吉
野
紙







の
霞





で
包
ん
で
、
露



を
か
た
め
た
硝
子






の
器





の
中
へ
密



と
蔵



つ
て
も
置
か
う
も
の
を
。
人

　
間
の
黒
い
手
は
、
此
を
見
る
が
最
後
掴



み
散
ら
す
。
当
人
は
、
黄
色
い
手
袋
、
白
い
腕

飾







と
思
ふ
さ
う
だ
。
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お
互
に
見
れ
ば
真
黒
よ
。
人
間
が
見
て
、
俺
た
ち
を
黒
い
と
云
ふ
と
同
一





か
い
、
別
し
て
今
来
た
親
仁





な
ど

　
は
、
鉄
棒
同
然
、
腕
に
、
火
の
舌
を
搦



め
て
吹
い
て
、
右
の
不
思
議
な
花
を
微
塵





に
せ
う
と
苛



つ
て
居

る
わ
。

　
野

暮

め
が
な
。
は
て
、
見
て
居
れ
ば
綺
麗
な
も
の
を
、
仇
花






な
り
と
も
美
し
く
咲
か
し
て
置
け
ば
可

い
事
よ
。

　三
の
烏
　
な
ぞ
と
な
、
お
二



め
が
、
体



の
可

い
事
を
吐



す
癖
に
、
朝

烏







の
、
朝
桜
、
朝
露






の
、
朝
風
で
、
朝

　
飯
を
急
ぐ
和

郎

だ
。
何
だ
、
仇
花






な
り
と
も
、
美
し
く
咲
か
し
て
置
け
ば
可

い
事
だ
。
か
ら
〳
〵
か
ら
と
笑

　
は
せ
る
な
。
お
互
に
此

処

に
何
し
て
居
る
。
其
の
虹



の
散
る
の
を
待
つ
て
、
や
が
て
食

は
う
、
突
か
う
、
嘗

　
め
う
、
し
や
ぶ
ら
う
と
、
毎
夜
、
毎
夜
、
此
の
間





、
…
…
咽

喉

、
嘴




を

、
カ
チ
〳
〵
と
噛
鳴





ら
い
て
居

る
の

　
で
な
い
か
い
。

二
の
烏
　
然

れ
ば
こ
そ
待
つ
て
居
る
。
桜
の
枝
を
踏
め
ば
と
云
つ
て
、
虫
の
数
ほ
ど
花
片






も
露



も
こ
ぼ
さ
ぬ
俺

　
た
ち
だ
。
此
の
た
び
の
不
思
議
な
其
の
大
輪






の
虹
の
台





、
紅

玉







の
蕊



に
咲
い
た
花
に
も
、
俺
た
ち
が
、
何

　
と
、
手
を
着
け
る
か
。
雛
芥
子









が
散
つ
て
実

に
成
る
ま
で
、
風
が
誘
ふ
を
視



め
て
居
る
の
だ
。
色
に
は
、
恋

　
に
は
、
情





に
は
、
其
の
咲
く
花
の
二
人
を
除

け
て
、
他



の
人
間
は
大
概
風
だ
。
中
に
も
、
ぬ
し
と
云
ふ
も
の

　
は
な
、
主
人





と
云
ふ
も
の
は
な
、
淵



に
棲

む
ぬ
し
、
峰
に
す
む
主
人





と
同
じ
で
、
此
が
暴

風

雨

よ
、
旋

風







　
だ
。
一
溜






り
も
な
く
吹
散





ら
す
。
あ
ゝ
、
無
慙





な
。

一
の
烏
　
と
云
ふ
嘴




を

、
こ
つ
〳
〵
鳴
ら
い
て
、
内
々






其
の
吹
き
散
る
の
を
待
つ
の
は
誰
だ
。

二
の
烏
　
は
ゝ
ゝ
は
ゝ
、
俺
達
だ
、
は
ゝ
ゝ
は
ゝ
。
先

づ
口
だ
け
は
体



の
可

い
事
を
言
う
て
、
其
の
実
は
お
互

　
に
餌
食





を
待
つ
の
だ
。
又
、
此
の
花
は
、
紅
玉
の
蕊



か
ら
虹
に
咲
い
た
も
の
だ
が
、
散
る
時
は
、
肉
に
成
り
、
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血
に
成
り
、
五
色





の
膓




と

成
る
。
や
が
て
見
ろ
、
脂





の
乗
つ
た
鮟
鱇






の
ひ
も
、
と
云
ふ
珍
味
を
、
つ
る
り
だ
。

　三
の
烏
　
何

時

の
事
だ
、
あ
ゝ
、
聞
い
た
だ
け
で
も
堪



ら
ぬ
わ
。
（
ば
た
〳
〵
と
羽



を
煽



つ
。
）

二
の
烏
　
急
ぐ
な
、
ど
つ
ち
道
俺
た
ち
の
も
の
だ
。
餌
食
が
其
の
柔
か
な
白
々






と
し
た
手
足
を
解

い
て
、
木
の

　
根
の
塗
膳






、
錦
手






の
木

の
葉

の
小
皿
盛







と
成
る
ま
で
は
、
精
々






、
咲
い
た
花
の
首
尾
を
守
護
し
て
、
夢
中
に

　
躍
跳






ね
る
ま
で
、
楽





ま
せ
て
置
か
ね
ば
成
ら
ん
。
網



で
捕

つ
た
と
、
釣

つ
た
と
で
は
、
鯛



の
味
が
違
ふ
と
言

　
は
ぬ
か
。
あ
れ
等

を
苦





ま
せ
て
は
成
ら
ぬ
、
悲





ま
せ
て
は
成
ら
ぬ
、
海
の
水
を
酒
に
し
て
泳
が
せ
ろ
。

一
の
烏
　
む
ゝ
、
其

処

で
、
椅

子

や
ら
、
卓
子






や
ら
、
天
幕





の
上
げ
さ
げ
ま
で
手
伝
ふ
か
い
。

三
の
烏
　
彼

れ
ほ
ど
の
も
の
を
、
（
天
幕





を
指
す
）
持
運






び
か
ら
、
始
末
ま
で
、
俺
た
ち
が
、
此
の
黒
い
翼
で

　
人
間
の
目
か
ら
蔽



う
て
手
伝
ふ
と
は
悟



り
得
ず
、
薄





の
中
に
隠
し
た
つ
も
り
の
、
彼
奴
等









の
甘
さ
が
堪



ら
ん
。

　
が
、
俺
た
ち
の
為
す
処





は
、
退





い
て
見
る
と
、
如
法






こ
れ
下
女
下
男
の
所
為





だ
。
天



が
下



に
何
と
烏
と
も
あ

　
ら
う
も
の
が
、
大
分
権
式






を
落
す
わ
け
だ
な
。

二
の
烏
　
獅

子

、
虎



、
豹





、
地
を
走
る
獣





。
空
を
飛
ぶ
仲
間
で
は
、
鷲



、
鷹



、
み
さ
ご
ぐ
ら
ゐ
な
も
の
か
、
餌

　
食
を
掴



ん
で
容
色






の
可

い
の
は
。
…
…
熊
な
ん
ぞ
が
、
あ
の
形
で
、
椎



の
実

を
拝
ん
だ
形
な
。
鶴



と
は
申
せ

　
ど
、
尻
を
振
つ
て
泥
鰌






を
追
懸





け
る
容
体






な
ど
は
、
余
り
喝
采





と
は
参
ら
ぬ
図
だ
。
誰
も
誰
も
、
食



ふ
た
め

　
に
は
、
品



も
威
も
下
げ
る
と
思
へ
。
然

ま
で
に
し
て
、
手
に
入
れ
る
餌
食
だ
。
突



く
と
成
れ
ば
会
釈
は
な
い
。

　
骨
ま
で
し
や
ぶ
る
わ
。
餌
食
の
無
慙





さ
、
い
や
、
又
其

の
骨
の
肉
汁





の
旨



さ
は
よ
。
（
身
震
ひ
す
る
。
）

一
の
烏
　
（
聞
く
半



ば
よ
り
、
じ
ろ
〳
〵
と
酔
臥





し
た
る
画
工
を
見
て
居

り
）
お
ふ
た
、
お
二



ど
の
。

21



二
の
烏
　
あ
い
。

三
の
烏
　
あ
い
、
と
吐



す
、
魔
も
の
め
が
、
ふ
て
／
″
＼
し
い
。

二
の
烏
　
望
み
と
あ
ら
ば
、
可
愛





い
、
と
も
鳴
く
わ
。

一
の
烏
　
い
や
、
串

戯







は
措

け
。
俺
は
先
刻





か
ら
思
ふ
事
だ
、
待
設






け
の
珍
味
も
可

い
が
、
こ
ゝ
に
目
の
前

　
に
転
が
つ
た
餌
食
は
何

う
だ
。

三
の
烏
　
其
の
事
よ
、
血
の
酒
に
酔
ふ
前
に
、
腹
へ
底
を
入
れ
て
置
く
相
談
に
は
成
る
ま
い
か
な
。
何
分






に
も

　
空
腹
だ
。

二
の
烏
　
御
同
然







に
夜
食
前
よ
。
俺
も
一
先






に
心
付






い
て
は
居
る
が
、
其
の
人
間
は
未

だ
食
頃






に
は
成
ら
ぬ
と

　
思
ふ
。
念
の
た
め
に
、
面



を
見
ろ
。

　
　
三
羽
の
烏
、
ば
さ
〳
〵
と
寄
り
、
頭





を
、
手
を
、
足
を
、
ふ
ん
〳
〵
と
嚊

ぐ
。

一
の
烏
　
堪



ら
ぬ
香





だ
。

三
の
烏
　
あ
ゝ
、
旨



さ
う
な
。

二
の
烏
　
い
や
、
ま
だ
然

う
は
成
る
ま
い
か
。
此
の
歯
を
く
ひ
し
ば
つ
た
処





を
見
い
。
総
じ
て
寝
て
居
て
も
口

　
を
結
ん
だ
奴
は
、
蓋



を
し
た
貝
だ
と
思
へ
。
う
か
つ
に
嘴



を
入
れ
る
と
最
後
、
大
事
な
舌
を
挟
ま
れ
る
。
や

　
が
て
意
地
汚







の
野
良
犬









が
来
て
舐

め
よ
う
。
這
奴





四
足






め
に
瀬
踏





を
さ
せ
て
、
可

い
と
成
つ
て
、
其
の
後



で

　
取
蒐






ら
う
。
食



も
の
が
、
悪
い
か
し
て
。
脂





の
な
い
人
間
だ
。

一
の
烏
　
此
の
際
、
乾

も
の
で
も
構
は
ぬ
よ
。
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二
の
烏
　
生
命





が
け
で
乾

も
の
を
食
つ
て
、
一
分






が
立
つ
と
思
ふ
か
、
高
蒔
絵







の
お
肴



を
待
て
。

三
の
烏
　
や
、
待
つ
と
云
へ
ば
、
例
の
通
り
、
ほ
ん
の
り
と
薫



つ
て
来
た
。

一
の
烏
　
お
ゝ
、
人
臭






い
ぞ
。
そ
り
や
、
女
の
に
ほ
ひ
だ
。

二
の
烏
　
は
て
、
下

司

な
奴
、
同
じ
事
を
不
思
議
な
花
が
薫
る
と
言
へ
。

三
の
烏
　
お
ゝ
、
蘭
奢
待








、
蘭
奢
待
。

一
の
烏
　
鈴
ヶ
森
で
も
、
此
の
薫





は
、
百
年
目
に
二
三
度
だ
つ
た
な
。

二
の
烏
　
化
鳥






が
、
古
い
事
を
云
ふ
。

三
の
烏
　
な
ぞ
と
少



い
気
で
居

る
と
見
え
る
、
は
ゝ
は
ゝ
。

一
の
烏
　
い
や
、
恁

う
し
て
暗



や
み
で
笑
つ
た
処





は
、
我
な
が
ら
不
気
味
だ
な
。

三
の
烏
　
人
が
聞
い
た
ら
何
と
言
は
う
。

二
の
烏
　
烏

鳴







だ
、
と
吐



す
奴
よ
。

一
の
烏
　
何
に
も
知
ら
ず
か
。

三
の
烏
　
不
便





な
奴
等





。

二
の
烏
　
（
手
を
取
合





う
て
）
お
ゝ
、
見
え
る
、
見
え
る
。
そ
れ
侍
女






の
気
で
迎
へ
て
遣

れ
。
（
み
づ
か
ら
天

　
幕



の
中
よ
り
、
燭



し
た
る
蝋
燭






を
取
出





だ
し
、
野
中





に
黒
く
立
ち
て
、
高
く
手
に
翳



す
。
一
の
烏
、
三
の
烏

　
は
、
二
の
烏
の
裾



に
踞





む
。
）

　
　
薄





の
彼
方





、
舞
台
深
く
、
天
幕





の
奥
斜
め
に
、
男
女






の
姿
立

顕







る
。
一



は
少





紳
士





、
一



は
貴
夫
人
、
容
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姿



美
し
く
輝
く
ば
か
り
。

二
の
烏
　
恋
も
風
、
無
情
も
風
、
情





も
露



、
生
命





も
露
、
別
る
ゝ
も
薄





、
招
く
も
薄
、
泣
く
も
虫
、
歌
ふ
も
虫
、

　
跡
は
野
原
だ
、
勝
手
に
成
れ
。
（
怪
し
き
声
に
て
呪



す
。
一
と
三
の
烏
、
同
時
に
跪




い

て
天
を
拝
す
。
風
一

　
陣
、
灯




消

ゆ
。
舞
台
一
時
暗
黒
。
）

　
　
は
じ
め
、
月
な
し
、
此
の
時
薄
月






出

づ
。
舞
台
明





く
成
り
て
、
貴
夫
人
も
少





紳
士





も
、
三
羽
の
烏
も
皆
見

　
　
え
ず
。
天
幕





あ
る
の
み
。

　
　
画
工
、
猛
然
と
し
て
覚

む
。

　
　
魘



は
れ
た
る
如
く
四
辺





を
※



は
し
、
慌




し

く
画

の
包





を
ひ
ら
く
、
衣
兜





の
マ
ツ
チ
を
探
り
、
枯
草






に
火
を

　
　
点
ず
。

　
　
野

火

、
炎
々






。
絹
地





に
三
羽
の
烏
あ
ら
は
る
。

　
　
凝
視
。

　
　
彼
処





に
敵
あ
る
が
如
く
、
腕
を
挙
げ
て
睥
睨






す
。

画
工
　
俺
の
画

を
見
ろ
。
　
　
待
て
、
し
か
し
、
絵
か
、
其
と
も
実
際
の
奴
等





か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
日
本
幻
想
文
学
集
成1

　
泉
鏡
花
」
国
書
刊
行
会

　
　
　1991
（
平
成3

）
年3

月25

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1995
（
平
成7

）
年10

月9

日
初
版
第5

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
泉
鏡
花
全
集
」
岩
波
書
店

　
　
　1940

（
昭
和15
）
年
発
行

初
出
：
「
新
小
説
」

　
　
　1913

（
大
正2

）
年7

月

※
ル
ビ
は
新
仮
名
と
す
る
底
本
の
扱
い
に
そ
っ
て
、
ル
ビ
の
拗
音
、
促
音
は
小
書
き
し
ま
し
た
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
川
山
隆

2009

年5

月10

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
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た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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